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Abstract
This paper examines the racializations of Japanese Brazilian female migrants to 
Japan. Although it’s common to be mixed-race in Brazil, Japanese Brazilian women 
who come to Japan as return migrants realize that their being mestiça, which means 
mixed-race female in Portuguese, now can be valorized as haafu and gives them a 
chance to work as haafu models in the Japanese printed media. Here I would like to 
address the following questions: To be successful as haafu models, how do Japanese 
Brazilian women perform, embrace or contest this racialized image? Are there any 
differences between being haafu and being mestiça? In the end, what does “haafu” 
mean to Japanese Brazilians, especially in terms of their transnational lives? By 
analyzing interviews with the models and modeling agencies, and observations 
of beauty pageants within the Brazilian community, I will show how their social 
positioning dramatically changes from one racialization to another, but this still 











2008 年、日本人がブラジルに移住して 100 年が過ぎた。移民の功績をたた
えるため、1 年間にわたり、日本とブラジル両国で様々なイベントが開かれた。
日本のブラジル人コミュニティでは一番美しい日系人女性を選ぶ「ミスブラジ
ル日本コンテスト（Miss Centenário Brasil-Japão）」が企画され、3 月 2 日に名
古屋で予選、5 月 8 日に横浜で本選が開かれた。
これまでも日本人は移民先でミスコンテストを開き、彼／彼女らのコミュ
ニティの象徴としてのクィーンを選出してきた。一例として、米国のハワイ





























































ラジルのナショナル・アイデンティティも構築されてきた（Freyre 1978; Ortiz 
1994）。
日系ブラジル人の間でも異人種間結婚率は高い。1987 年の時点で 2 世の間












注目される（Ishimori 2005；Lesser 1999, 2007）。インタビューした 18 人の日系
ブラジル人女性のうち 16 人が、国籍また人種としての「日本人」を意味する
「ジャポネーザ（japonesa）」やその略である「ジャパ（japa）」と呼ばれた経験






























































































「グラモデル 15 人 THE 私服 SHOW!!」。女性ファッション誌『グラマラス』
の 2008 年 1 月号の表紙の見出しである。『グラマラス』はこの号でモデルのラ
イフスタイルを紹介する特集を組んだ。雑誌と特別契約を結んだモデルが毎号
登場する「専属モデル」というシステムを持つ日本の女性ファッション誌では
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がある（Yano 2006; King-O＇Riain 2006）。これらの先行研究の関心事は、コンテスト
の主催者のように、日本人らしさや日本人の境界を問うものである。2008 年にはブ
ラジルの日系人コミュニティのミスコンテストを取り上げた論文が発表されたが、













じめとした文化資本に関する「ハーフ研究」が展開する（Greer 2005; Kamada 2009）。
現在では、「ハーフ」から「日本人」の境界や言説を問う研究も展開している（Wills 
and Murphy-Shigematsu 2008; Fish 2009）。









イデンティティを表すようになったという（Tsuda 2003; イシカワ 2008）。
ⅳ   インタビューは、モデルとして事務所に所属し働いたことがある 9 人とモデルとして
働くことを希望している 7 人の女性、ブラジル人コミュニティで開かれた最初の大規
模なミスコンテストに参加した女性 1 人、ミスコンテスト関係者 3 人、3 つのモデル
事務所、モデル事務所とコネクションを持つ日系ブラジル人 1 人に行った。
ⅴ   1987 年と 1988 年にブラジルでは日系人の全家庭を対象とした大規模な人口調査が実
施された。
ⅵ   「ジャパ」は軽蔑的にも使われることがある。インタビューで「ジャポネーザ」と呼
ばれたことがないと語った女性の 1 人は緑の目と明るい髪の毛の色を有している。も
う 1 人は、4 歳のときに来日したためにブラジルでの生活をほとんど覚えておらず、
「ジャポネーザ」と呼ばれていたかについても定かではなかった。
ⅶ   ブラジルの北東部の州では、スペイン語と同じく、先住民とヨーロッパ系の混血を
指すのにメスティソが用いられることがある。肌の色の違いに基づく呼称が実際に
は何種類ほどあるのかについてであるが、1976 年にブラジル地理統計院（Instituto 
Brasileiro de Geografia e Estatística-IBGE）が発表したリストには 134 の呼称が挙げら
れている。これは、国勢調査の際に被調査者に自由回答してもらった肌の色をまとめ
たものである。134 の中には肌の色を超えた身体的特徴や性質、社会的地位を表した
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ものも含まれている（Brazilian Institute of Geography and Statistics 1999: 386-390）。
ⅷ   1980 年代後半より、ブラジルの日系人コミュニティでのミスコンテスト優勝者はモ




ⅸ   日本の広告における外国人モデルを研究したクレイトンは、「白人的」身体に投影さ
れるイメージとして「進歩」、「ファンタジー」、「セクシー」、「わがまま」を指摘し

















ⅺ   日本の学校で教育を受ける機会がなく、日本語もできずにブラジル人コミュニティの
中だけで交友関係がある場合、「ハーフ」という言葉さえ知らない。実際、インタビュー
をした女性のうちの 2 人が知らなかった。一人は日本に住んで 10 か月でブラジル人
学校に通っており、もう一人は勤めている工場での同僚はほとんどブラジル人であり
買い物やレジャーといった生活もコミュニティ内で完結しているためである。
ⅻ   インタビューしたモデルの中には、父が国籍も育ちも日本である者が 1 人、ブラジル
で生まれたが出生時に日本政府に届け出をした関係で日本国籍を有している父を持












xiv   エスニック・マイノリティの間にみられる主流社会との距離感を縮める形での名前
の変更について、アイデンティティ喪失の危険とハタノは指摘する。ハタノは日本の
公立学校に通うブラジル人とペルー人の間で行われている名前の変更について調査
を行った。名前の変更は通常は学校側から求められる。外国に起源を持った姓と名が
とられ、日本的なものが残されるという。ハタノはマイノリティが自身の名前を使う
権利を主張する（ハタノ 2009）。
